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十
六
世
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
至
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
エ
ジ
プ

ト
州
の
動
乱
期
に
関
す
る
重
要
史
料
の
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
、

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
一
二
年
第
四
月
／
西
暦
一
六
〇
三
年
九
―
十
月

に
歿
し
た
、
州
都
カ
イ
ロ
の
ム
ス
リ
ム
の
聖
者
ラ
イ
ハ
ー
ンal-

Shaykh al-Ṣ āliḥ  al-M
uʻtaqad Rayḥ ān al-Ḥ abashī al-Suʻūdī

の
慈
善
活
動
に
つ
い
て
の
貴
重
な
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い（
る
）
1

。
そ

れ
は
、
他
の
同
時
代
諸
史
料
に
全
く
言
及
の
無
い
独
自
の
情
報
で

あ
り
、
中
東
の
慈
善
救
貧
史
研
究
の
視
座
か
ら
注
目
す
べ
き
内
容

を
備
え
て
い
る
。

　
「
ラ
イ
ハ
ー
ン
」
と
は
香
草
の
バ
ジ
ル
を
意
味
す
る
。「
ハ
バ

シ
ー
」
と
い
う
ニ
ス
バ
（
由
来
名
）
は
、
ハ
バ
シ
ュ
、
即
ち
エ
チ

オ
ピ
ア
高
原
と
そ
の
周
辺
諸
地（
域
）
2

に
ル
ー
ツ
を
も
つ
こ
と
を
、

「
ス
ウ
ー
デ
ィ
ー
」
と
い
う
ニ
ス
バ
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
ア

ブ
ー
・
ア
ッ=

ス
ウ
ー
ド
・
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー al-U

stādh al 
 - ̒Ā

rif al-Shaykh A
bū al-Suʻūd al-Jāriḥ ī

の
信
徒
集
団
に
属
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
著
者
イ
ブ

ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
ラ
イ
ハ
ー
ン
が
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
の
弟
子
た

ち
（aṣḥ āb

）
の
一
人
で
ス
ー
フ
ィ
ー
の
導
師
フ
ァ
イ
ユ
ー
ミ
ー 

al-Shaykh M
uḥ am

m
ad al-Fayyūm

ī

の
解
放
奴
隷
（ʻatīq

）

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い（
る
）
3

。
つ
ま
り
、
ハ
バ
シ
ュ
系
家
内
奴
隷
の

出
身
と
い
う
異
色
の
聖
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。『
マ
バ
ー
ヒ

ジ
ュ
』
に
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
シ
ャ
イ
フ
・
ラ
イ
ハ
ー
ン
は
、
軍
司
令
官
た
ち
（ʻu-

m
arāʼ

）
や
有
力
者
た
ち
（akābir

）
に
信
仰
さ
れ
た
人

（m
uʻtaqad

、
聖
者
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
シ
ャ
イ

フ
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ=

ス
ウ
ー
ド
が
そ
の
中
に
い
る
参
詣



史
　
　
　
学
　
第
九
〇
巻
　
第
二
・
三
号

）

一
七
二　
（
三
〇
二

所
（m

azār

）
の
、
門
の
楣
石
（ʻataba

）
の
下
に
座
っ
て

い（
た
）
4

。

大
都
市
カ
イ
ロ
の
南
部
の
カ
ラ
ー
フ
ァ
地
区
で
墓
廟
参
詣
に
励
ん

だ
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
こ
の
「
生
け
る
聖
者
」
が
同
じ
カ

イ
ロ
南
部
に
所
在
す
る
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
廟
の
入
口
に
着
座
し
て
い

た
と
述
べ
て
い（
る
）
5

。
つ
ま
り
、
ラ
イ
ハ
ー
ン
は
こ
の
聖
廟
に
仕
え

る
者
た
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
廟
は
、
フ
ス
タ
ー

ト
の
筆
頭
集
会
モ
ス
ク
で
あ
る
ア
ム
ル
・
モ
ス
ク
の
北
東
約
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
置
し
、
サ
ラ
ー
ハ
・
サ
ー
レ
ム
通
り
に

面
し
て
建
つ
ア
ブ
ー
・
ス
ウ
ー
ド
・
モ
ス
ク
の
一
画
に
現
存
す（
る
）
6

。

Ｊ
‐
Ｃ
・
ギ
ャ
ル
サ
ン
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ーA

bū 
al-Suʻūd M

uḥ am
m

ad ibn D
ughaym

 al-Jāriḥ ī
（
一
五
二
六
／

二
七
年
歿
）
は
、
フ
ス
タ
ー
ト
の
富
商
の
家
に
生
ま
れ
た
。
自
ら

商
店
を
営
み
な
が
ら
、
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
ヤ
教
団
系
ス
ー
フ
ィ
ー

の
ア
フ
マ
ド
・
マ
ル
フ
ー
ミ
ー
の
弟
子
と
な
っ
て
禁
欲
的
修
行
を

重
ね
、
や
が
て
「
生
け
る
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
」
と
し
て
人
々
の
信

仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
崇
敬
者
に
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
有

力
軍
人
が
多
く
、
一
五
〇
八
年
に
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
ガ
ウ
リ
ー

（
在
位
一
五
〇
一
―
一
六
）
も
フ
ス
タ
ー
ト
の
ジ
ャ
ー
リ
フ
の
丘

に
あ
る
彼
の
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
（
修
道
場
）
を
訪
問
し
た
。
同
王
朝
最

後
の
ス
ル
タ
ー
ン
と
な
っ
た
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
・
バ
ー
イ
（
在
位
一

五
一
六
―
一
七
）
の
不
承
不
承
の
即
位
を
め
ぐ
っ
て
も
、
聖
者
ジ

ャ
ー
リ
ヒ
ー
の
勧
告
が
有
効
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い（
る
）
7

。 

　

他
方
、
Ｆ
・
デ
・
ヨ
ン
グ
の
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
調
査
に
よ

る
と
、
当
時
の
カ
イ
ロ
に
お
け
る
聖
廟
参
り
の
慣
行
で
は
、
金
曜

が
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
、
土
曜
が
フ
サ
イ
ン
の
子
の
ス
ィ
ー
デ

ィ
ー
・
ザ
イ
ン
・
ア
ル=

ア
ー
ビ
デ
ィ
ー
ン
、
日
曜
が
サ
イ
イ

ダ
・
ナ
フ
ィ
ー
サ
、
月
曜
が
サ
イ
イ
ダ
・
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
・
ナ
バ

ウ
ィ
ー
ヤ
、
火
曜
が
聖
者
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
、
水
曜
が
聖
者
ア
バ
ー

タShaykh ʻA
bāṭ a

、
木
曜
が
聖
者
ダ
ム
ル
ダ
ー
シ
ュSīdī D

a-
m

urdāsh al-M
uḥ am

m
adī

の
参
詣
日
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

う
ち
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
は
、
特
に
子
授
け
の
御
利
益
が
あ
る
と
し
て

階
層
を
問
わ
ず
女
た
ち
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
と
い（
う
）
8

。

　

と
こ
ろ
で
、
同
時
期
の
ダ
マ
ス
ク
ス
で
集
成
さ
れ
た
ガ
ッ
ズ

ィ
ー
の
『
夜
話
の
優
美
』
に
は
、
ラ
イ
ハ
ー
ン
・
ハ
バ
シ
ー

Rayḥ ān ibn ʻA
bd A

llāh al-Ḥ abashī al-A
ḥ m

adī al-Shāfiʻī

と
い
う
名
の
人
物
の
小
伝
が
載
録
さ
れ
て
い（
る
）
9

。
ニ
ス
バ
に
ア
フ

マ
デ
ィ
ー
ヤ
教
団
と
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
へ
の
帰
属
が
読
み
取

れ
る
こ
の
シ
ャ
イ
フ
は
、「
至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
に
つ
い
て
知
る

者
（ʻārif bi-A

llāh taʻālā

）」、
即
ち
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
で
あ
り
、

「
ク
バ
ー
・
モ
ス
クM

asjid al-Q
ubāʼ

の
北
方
に
お
い
て
、
高
貴

な
る
ム
ハ
ン
マ
ド
廟
（ḥ ujra

）
の
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
（
聖
域
逗



ハ
バ
シ
ュ
系
解
放
奴
隷
の
聖
者
ラ
イ
ハ
ー
ン
と
そ
の
慈
善
活
動

）

一
七
三　
（
三
〇
三

留
者
）」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ガ
ッ
ズ
ィ
ー
は
一
〇
一
二
年
第
一

月
／
一
六
〇
三
年
六
―
七
月
に
子
の
バ
ド
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
共
に

こ
の
シ
ャ
イ
フ
を
訪
問
し
、
そ
の
際
、
ガ
ッ
ズ
ィ
ー
の
求
め
に
応

じ
て
シ
ャ
イ
フ
は
バ
ド
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
に
イ
ジ
ャ
ー
ザ
（
修
了
証

書
）
を
授
け
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
教
団
の
ヒ
ル
カ
（khirqa

ス
ー

フ
ィ
ー
の
導
師
が
弟
子
に
与
え
る
衣
）
を
着
せ
掛
け
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
ガ
ッ
ズ
ィ
ー
は
一
〇
一
四
年
第
一
二
月
／
一
六
〇
六
年

四
月
に
ハ
ッ
ジ
巡
礼
を
行
い
、
そ
の
帰
路
に
メ
デ
ィ
ナ
に
立
ち
寄

っ
た
際
、
南
郊
の
ク
バ
ー
・
モ
ス
ク
の
地
で
彼
と
再
会
し
、
聖
地

メ
デ
ィ
ナ
の
法
官
（qāḍ ī al-M

adīna
）
だ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ

フ
マ
ー
ン
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ ʻA

bd al-Raḥ m
ān A

fandī

が
こ
の

シ
ャ
イ
フ
の
た
め
に
改
築
し
た
ミ
ス
リ
ー
門Bāb al-M

iṣ rī

の
古

い
モ
ス
ク
や
そ
の
隣
の
シ
ャ
イ
フ
の
邸
宅
で
歓
待
を
受
け
た
。
ガ

ッ
ズ
ィ
ー
が
こ
の
シ
ャ
イ
フ
と
別
れ
た
の
は
一
〇
一
五
年
第
一
月

一
七
日
／
一
六
〇
六
年
五
月
二
五
日
か
そ
の
翌
日
の
こ
と
で
、
同

年
／
一
六
〇
六
年
五
月
―
一
六
〇
七
年
四
月
の
う
ち
に
シ
ャ
イ
フ

の
訃
報
が
彼
の
も
と
に
届
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
メ
デ
ィ

ナ
在
住
の
シ
ャ
イ
フ
・
ラ
イ
ハ
ー
ン
が
死
去
し
た
の
は
一
六
〇
六

年
五
月
末
か
ら
一
六
〇
七
年
四
月
ま
で
の
あ
る
時
点
の
こ
と
で
あ

り
、
同
時
代
を
生
き
た
同
名
の
聖
者
で
は
あ
る
が
、
本
小
論
が
注

視
す
る
一
六
〇
三
年
九
―
一
〇
月
に
死
去
し
た
カ
イ
ロ
在
住
の
ラ

イ
ハ
ー
ン
・
ハ
バ
シ
ー
と
は
別
の
人
物
で
あ
っ
た
と
推
断
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
死
亡
の
時
期
の
み
な
ら
ず
、
カ
イ
ロ
の
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー

廟
に
常
駐
し
た
ラ
イ
ハ
ー
ン
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ナ
で
の
居
住
や
ア

フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
及
び
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
と
の
関
わ
り
を
伝
え

た
記
述
が
無
い
こ
と
、
メ
デ
ィ
ナ
の
ラ
イ
ハ
ー
ン
に
つ
い
て
解
放

奴
隷
で
あ
っ
た
と
す
る
記
載
が
無
い
こ
と
も
、
両
者
が
別
人
で
あ

っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
、
本
稿
で
扱
う
ラ
イ
ハ
ー
ン
が
ジ

ャ
ー
リ
ヒ
ー
廟
の
入
口
に
常
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
先
の
引

用
記
述
に
続
い
て
、
そ
の
独
特
の
活
動
を
描
出
し
た
以
下
の
詳
述

が
あ
る
。

彼
は
毎
年
上
エ
ジ
プ
ト
地
方
へ
旅
を
し
て
軍
司
令
官
た
ち
や

有
力
者
た
ち
と
会
い
、
彼
ら
は
ス
ィ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ブ
ー
・

ア
ッ=

ス
ウ
ー
ド
の
御
名
の
上
に
恩
寵
を
求
め
て
、
穀
物

（ghilāl

）
を
も
っ
て
彼
に
慈
善
を
為
し
て
い
た
。
そ
こ
で
彼

は
、
穀
物
、
レ
ン
ズ
豆
（ʻadas

）、
焙
煎
青
小
麦
（farīk

）、

藍
植
物
（nīla

）
な
ど
を
積
ん
だ
船
（m

arkab

）
で
フ
ス

タ
ー
ト
へ
と
戻
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
彼
が
フ
ス
タ
ー
ト
の

穀
倉
群
（shuw

an

）
の
下
に
到
来
し
た
時
、
ス
ル
タ
ー
ン

の
穀
倉
の
管
理
官
た
ち
（um

anāʼ al-shuw
an al-sulṭ āniy- 

ya

）
は
誰
一
人
と
し
て
彼
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。



史
　
　
　
学
　
第
九
〇
巻
　
第
二
・
三
号

）

一
七
四　
（

そ
こ
で
、
彼
は
小
麦
を
売
却
す
る
と
、
そ
の
代
金
を
水
曜
と

金
曜
に
ク
ル
ア
ー
ン
の
全
章
朗
誦
を
す
る
読
誦
者
の
一
団
の

た
め
に
作
る
食
事
（ṭ aʻām

）
に
費
や
し
、
彼
ら
に
手
当
と

し
て
支
払
い
、
ま
た
、
貧
者
た
ち
（fuqarāʼ

）、
寡
婦
た
ち

（arām
il

）、
隠
棲
者
た
ち
（m

unqaṭ iʻīn

）
な
ど
へ
の
サ
ダ

カ
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は
多
年
に
亘
っ
て
そ
れ
に
専

念
し
た
の
で
あ（
る
）
10

。

つ
ま
り
、
フ
ス
タ
ー
ト
の
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
廟
に
仕
え
て
い
た
ラ
イ

ハ
ー
ン
は
、
毎
年
お
そ
ら
く
は
冬
作
物
の
収
穫
後
に
上
エ
ジ
プ
ト

に
足
を
運（
び
）
11

、
か
の
地
に
い
る
聖
者
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
を
尊
崇
す
る

有
力
軍
人
や
地
方
有
力
者
た
ち
か
ら
現
物
の
施
し
を
集
め
、
川
船

に
積
ん
で
フ
ス
タ
ー
ト
港
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
売
上
金
で
ク
ル

ア
ー
ン
読
誦
者
た
ち
へ
の
施
与
と
手
当
の
支
給
、
さ
ら
に
は
サ
ダ

カ
（
任
意
の
喜
捨
）
を
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か

ら
導
か
れ
る
考
察
と
し
て
、
以
下
の
五
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
に
対
す
る
聖
者
崇
敬
が
州
都
に
限
定

さ
れ
ず
、
エ
ジ
プ
ト
南
部
へ
の
広
が
り
を
示
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

こ
の
著
名
な
「
死
せ
る
聖
者
」
の
恩
寵
を
求
め
慈
善
（iḥ sān

）

と
し
て
農
産
物
を
供
出
し
た
上
エ
ジ
プ
ト
の
「
有
力
者
た
ち
」
に

は
、
ア
ラ
ブ
部
族
の
族
長
や
村
落
有
力
者
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
に
み
ら
れ
た
有

力
軍
人
た
ち
の
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
信
仰
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
の

こ
の
時
期
に
も
存
続
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
聖
者
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
の
シ
ャ
フ
ァ
ー
ア
（
執
り
成

し
）
に
よ
る
唯
一
神
の
恩
寵
を
求
め
、
そ
の
廟
の
奉
仕
者
で
ジ

ャ
ー
リ
ヒ
ー
の
孫
弟
子
に
当
た
る
「
生
け
る
聖
者
」
に
供
さ
れ
た

農
業
生
産
物
の
多
様
性
、
そ
し
て
そ
の
換
金
手
法
で
あ
る
。
施
さ

れ
た
農
産
物
は
上
エ
ジ
プ
ト
産
の
穀
物
・
レ
ン
ズ
豆
・
焙
煎
青
小

麦
・
藍
植
物
（
マ
メ
科
コ
マ
ツ
ナ
ギ
属
）
等
で
あ
っ
た
が
、
ラ
イ

ハ
ー
ン
が
フ
ス
タ
ー
ト
で
売
却
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の

は
主
穀
の
小
麦
の
み
で
あ（
り
）
12

、
そ
れ
以
外
の
農
産
物
を
ラ
イ
ハ
ー

ン
が
ど
う
用
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も

そ
の
一
部
は
換
金
さ
れ
、
慈
善
活
動
や
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
廟
の
運
営

の
資
金
と
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
大
河
ナ
イ
ル
を
通
じ
て
上
エ

ジ
プ
ト
と
深
く
結
び
つ
い
た
カ
イ
ロ
南
部
の
主
要
港
へ
と
運
び
込

ん
で
小
麦
を
売
却
し
た
の
は
、
地
方
に
比
べ
高
値
で
の
取
引
が
期

待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ（
う
）
13

。
そ
し
て
、
ラ
イ
ハ
ー
ン
の
活
動
拠
点

で
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
施
与
者
た
ち
に
よ
る
寄
贈
行
為
の
対
象
で
あ

っ
た
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
廟
が
フ
ス
タ
ー
ト
北
部
に
所
在
し
た
事
実
を

考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
売
却
地
の
選
択
は
自
然
な
成
り
行
き
で

あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

第
三
に
、
フ
ス
タ
ー
ト
港
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
穀
倉
の
管
理
官
た

三
〇
四



ハ
バ
シ
ュ
系
解
放
奴
隷
の
聖
者
ラ
イ
ハ
ー
ン
と
そ
の
慈
善
活
動

）

一
七
五　
（

ち
が
、
聖
者
ラ
イ
ハ
ー
ン
に
よ
る
農
産
物
の
持
ち
込
み
を
容
認
し

た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ラ
イ
ハ
ー
ン
は
寄

贈
さ
れ
た
農
産
物
を
フ
ス
タ
ー
ト
港
の
「
穀
倉
群
の
下
」
に
運
び

込
ん
だ
。
こ
の
動
き
に
対
し
て
、
フ
ス
タ
ー
ト
の
「
ス
ル
タ
ー
ン

の
穀
倉
群
」
の
管
理
官
た
ち
は
不
介
入
の
姿
勢
を
と
り
、
ラ
イ

ハ
ー
ン
は
こ
の
河
港
で
上
エ
ジ
プ
ト
産
小
麦
を
自
由
に
売
却
で
き
た
。

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
ス
ル
タ
ー
ン
の
穀
倉
の
管
理
官
た
ち
に

敢
え
て
触
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
彼
ら
が
フ
ス
タ
ー
ト
の
穀
物
河

岸
を
統
制
す
る
強
い
権
限
を
有
し
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ（
る
）
14

。

そ
う
し
た
管
理
統
制
が
聖
者
の
慈
善
的
活
動
に
は
及
ば
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
聖
廟
参
詣
に
励
ん
だ
歴
史
家
は
好
意
的
に
受
け
止
め

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
四
に
、
聖
者
ラ
イ
ハ
ー
ン
に
よ
る
慈
善
行
為
の
対
象
者
た
ち

で
あ
る
。
水
曜
・
金
曜
の
イ
ト
ゥ
ア
ー
ム
・
ア
ッ=
タ
ア
ー
ム

（
食
事
の
無
料
支
給
）
と
手
当
を
受
け
る
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
者
た

ち
の
活
動
の
場
に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
、
聖
者
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー

の
恩
寵
を
希
求
し
て
の
寄
贈
の
品
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
思
え

ば
、
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
廟
の
聖
典
読
誦
の
担
い
手
た
ち
と
み
て
よ
か

ろ
う
。
ま
た
、
サ
ダ
カ
の
対
象
者
の
う
ち
「
貧
者
た
ち
（fuqa-

rāʼ

）」
は
、
社
会
経
済
的
な
諸
事
情
に
よ
る
貧
困
者
と
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
の
修
行
に
勤
し
む
自
発
的
貧
者
の
双
方
を
含
み
得
る
。
後
者

は
、
閑
居
し
て
専
ら
唯
一
神
に
向
か
う
「
隠
棲
者
た
ち
」
と
同
類

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、「
寡
婦
た
ち
」
へ
の
施
し
は
、
前

述
の
よ
う
に
女
性
た
ち
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
と
さ
れ
る
こ
の
聖

者
廟
の
特
徴
と
も
関
わ
る
救
貧
実
践
と
い
え
よ
う
。

　

第
五
に
、「
生
け
る
聖
者
」
が
現
実
の
行
動
力
や
経
営
手
腕
を

充
分
に
備
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
ラ
イ
ハ
ー
ン
は
お

そ
ら
く
補
助
員
も
随
伴
し
て
上
エ
ジ
プ
ト
に
赴
き
、
川
船
を
仕
立

て（
て
）
15

、
寄
贈
さ
れ
た
農
産
物
を
フ
ス
タ
ー
ト
へ
と
持
ち
込
ん
だ
。

農
産
物
の
売
却
に
際
し
て
は
取
引
の
知
識
・
経
験
・
交
渉
能
力
、

さ
ら
に
は
相
場
へ
の
敏
感
さ
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
運
輸
・

交
易
に
関
わ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
有
し
て
い
た
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
奴
隷
出
身
の
フ
ス
タ
ー
ト
の
聖
者
に
は
、
慈
善

と
市
場
の
両
経
済
の
結
界
で
活
動
す
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
一
面

が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
ラ
イ
ハ
ー
ン
に
関
す
る
記
述
は
、
次
の

よ
う
な
内
容
で
結
ば
れ
て
い
る
。
彼
が
死
去
す
る
と
、
詳
し
い
地

点
は
不
明
だ
が
フ
ス
タ
ー
トM

iṣ r al-Q
adīm

a

の
中
で
葬
儀
礼

拝
が
行
わ
れ
、
遺
骸
は
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
の
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
へ
と
運
ば

れ
、
導
師
の
ア
リ
ー
・
ア
ル=

ハ
リ
ー
クal-Shaykh ʻA

lī al 
-Ḥ alīq

の
墓
の
傍
ら
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
導
師
に
つ
い
て
、

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
欄
外
に
「
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
の
弟
子
た
ち

三
〇
五



史
　
　
　
学
　
第
九
〇
巻
　
第
二
・
三
号

）

一
七
六　
（

の
一
人
（aḥ ad aṣḥ āb sayyidī A

bī al-Suʻūd

）」
と
追
記
し
て

い（
る
）
16

。
ガ
ッ
ズ
ィ
ー
の
『
流
星K

aw
ākib al-sāʼira

』
に
は
、
九

三
四
／
一
五
二
七
―
二
八
年
頃
に
歿
し
た
ア
リ
ー
と
い
う
名
を
も

つ
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
の
後
継
者
（khalīfa

）
の
伝
記
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ア
リ
ー
の
フ
ル
ネ
ー
ム
は ʻA

lī ibn 
M

uḥ am
m

ad al-Sayyid ʻA
lāʼ al-D

īn al-Ḥ usaynī al-ʻA
jlūnī 

al-Burūsaw
ī al-Ḥ adīdī

で
あ
り
、「
剃
ら
れ
た
人
（al-ḥ alīq

）」

と
い
う
綽
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
同
一
人
物
と
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
な（
い
）
17

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
／
廟
の

慈
善
・
救
貧
活
動
に
尽
力
し
た
聖
者
ラ
イ
ハ
ー
ン
は
、
死
後
そ
の

一
画
に
埋
葬
さ
れ
、
こ
の
宗
教
施
設
の
聖
性
強
化
に
も
一
役
買
っ

た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
中
近
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お

け
る
多
様
な
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
の
慈
善
・
救
貧
機
能
に
関
す
る
綜
合
的

研
究
は
未
だ
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

三
〇
六

（
一
）」『
史
学
』
八
九
巻
一
・
二
号
（
二
〇
二
〇
年
）、
一
―
五
四

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
聖
者
信
仰
に
関
す
る
研

究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
当
該
期
エ
ジ
プ
ト
に
関
し
て
は
、M

i-
chael W

inter, E
gyptian Society under O

ttom
an R

ule, 
1517-1798, London: Routledge, 1992, pp. 124-178; Eric 
Geoffroy, Le soufism

e en E
gypte et en Syrie sous les der-

niers M
am

elouks et les prem
iers O

ttom
ans: O

rientations 
spirituelles et enjeux culturels, D

am
as: LʼInstitut Français 

dʼEtudes A
rabes de D

am
as, 1996; Rachida Chih, Sufism

 
in O

ttom
an E

gypt: Circulation, R
enew

al, and A
uthority 

in the Seventeenth and E
ighteenth Centuries, London: 

Routledge, 2019; T
ayeb Chouiref, Soufism

e et hadith 
dans lʼÉ

gypte ottom
ane: ʻA

bd al-R
aʼūf al-M

unāw
ī 

（952/1545-1031/1622

）, Le Caire: Institut Français 
dʼA

rchéologie O
rientale, 2020

を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）　

ハ
バ
シ
ュ
或
い
は
ハ
バ
シ
ャ
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
高
原
及
び
そ
の

周
辺
域
を
指
す
地
域
名
称
で
あ
り
（C. F. Beckingham

 et al., 

“Ḥ abash, Ḥ abasha

”, E
ncyclopaedia of Islam

, Second E
di-

tion.

）、
ハ
バ
シ
ュ
出
身
者
の
多
く
は
宦
官
奴
隷
と
し
て
エ
ジ
プ

ト
等
に
運
ば
れ
た
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
ハ
バ
シ
ー
、
特
に
ハ
バ

シ
ー
宦
官
に
つ
い
て
は
、Carl F. Petry, 

“From
 Slaves to 

Benefactors: T
he Ḥ abashīs of M

am
lūk Cairo

”, Sudanic 
A

frica,  5 

（1994

）, pp. 57-66

を
参
照
の
こ
と
。
ペ
ト
リ
ー
は
ハ

バ
シ
ー
の
出
身
地
を
ソ
マ
リ
ア
か
ら
チ
ャ
ド
湖
ま
で
の
「
東
ス
ー

ダ
ン
」
と
広
め
に
捉
え
て
い
る
。

（
3
）　M

abāhij al-ikhw
ān, fol. 126v. 

フ
ァ
イ
ユ
ー
ミ
ー
に
つ
い
て

註（1
）　Ibn al-ʻA

jam
ī, M

abāhij al-ikhw
ān w

a m
anāhij al-khil- 

lān fī ḥaw
ādith al-duhūr w

a al-azm
ān, Forschungsbiblio-

thek Gotha, M
s. orient, A

1631

［
以
下
、M

abāhij al-ikhw
ān

と
略
記
］, fols. 126v-127r. 

未
活
用
の
史
書
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』

と
そ
の
著
者
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
計
量

と
歴
史
記
述
―
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
関
す
る
基
礎
的
考
察



ハ
バ
シ
ュ
系
解
放
奴
隷
の
聖
者
ラ
イ
ハ
ー
ン
と
そ
の
慈
善
活
動

）

一
七
七　
（
三
〇
七

の
情
報
は
現
時
点
で
他
の
史
料
か
ら
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ラ
イ

ハ
ー
ン
は
宦
官
に
も
よ
く
み
ら
れ
る
イ
ス
ム
（
個
人
名
）
だ
が
、

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
こ
の
シ
ャ
イ
フ
・
ラ
イ
ハ
ー
ン
が
宦
官

で
あ
っ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。

（
4
）　M

abāhij al-ikhw
ān, fols. 126v-127r.

（
5
）　

カ
ラ
ー
フ
ァ
地
区
な
ど
カ
イ
ロ
南
部
区
域
に
関
す
る
本
史
料
の

豊
富
な
歴
史
情
報
に
基
づ
く
一
考
察
と
し
て
、
拙
稿
「
一
七
世
紀

初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
祈
願
式
―『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
基
づ
く
覚
書
」『
史
学
』
八
八
巻
二
号
（
二
〇

一
九
年
）、
一
―
二
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）　

同
モ
ス
ク
は
建
設
活
動
に
並
外
れ
て
熱
心
で
あ
っ
た
カ
ー
ズ
ダ

グ
リ
ー
ヤ
の
有
力
軍
人
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
カ
ト
フ
ダ
ー

に
よ
っ
て
一
一
七
六
／
一
七
六
二
―
六
三
年
に
附
設
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
。A

ndré Raym
ond, 

“Les constructions de lʼém
ir 

ʻA
bd al-Raḥ m

ān K
atḫ udā au Caire

”, A
nnales Islam

o-
logiques,  11 （1972

）, pp. 246-247

を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）　Jean-Claude Garcin, 

“Deux saints populaires du Caire 
au début du X

V
Ie siècle

”, Bulletin dʼétudes orientales,  29 

（1977

）, pp. 131-137. 

（
8
）　F. D

e Jong, 

“Cairene Ziyâra-D
ays: A

 Contribution to 
the Study of Saint V

eneration in Islam

”, D
ie W

elt des Is-
lam

s, N
ew

 Series, 17-1/4 （1976-77

）, pp. 26-43. 

（
9
）　

以
下
、
本
段
落
はA

l-Ghazzī, Lu ṭf al-sam
ar w

a qa ṭf al 
-tham

ar m
in tarājim

 aʻyān al- ṭabaqa al-ūlā m
in qarn al 

- ḥādī ʻashar, 2vols., D
am

ascus: W
izārat al-T

haqāfa w
a Ir-

shād al-Q
aw

m
ī, 1981, vol. 2, pp. 463-464

に
拠
る
。
こ
の
伝

記
集
史
料
と
そ
の
聖
者
関
連
諸
情
報
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
夜
話

の
優
美
』
に
み
え
る
ダ
マ
ス
ク
ス
の
マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
型
聖
者
」
山

本
英
史
編
『
ア
ジ
ア
の
文
人
が
見
た
民
衆
と
そ
の
文
化
』
慶
應
義

塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
三
―
二
三
四
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
少
し
後
代
の
ム
ヒ
ッ
ビ
ー
著
『
事
蹟

の
抜
粋K

hulā ṣat al-athar

』
に
も
ガ
ッ
ズ
ィ
ー
の
当
該
記
事
の

要
約
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。A

l-M
uḥ ibbī, K

hulā ṣat al-athar fī 
aʻyān al-qarn al- ḥādī ʻashar,  4 vols., Cairo: al-M

aṭ baʻa 
al-W

ahbiyya, 4vols., 1867-1868, vol. 2, p.  172

を
参
照
の
こ
と
。

（
10
）　M

abāhij al-ikhw
ān, fol. 127r.

（
11
）　

但
し
、
藍
植
物
は
エ
ジ
プ
ト
の
夏
作
物
で
あ
っ
た
。
佐
藤
次
高

『
中
世
イ
ス
ラ
ム
国
家
と
ア
ラ
ブ
社
会
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
六

年
、
二
六
九
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
12
）　

引
用
文
中
に
み
え
る
「
穀
物ghilāl

」
と
い
う
語
は
小
麦

（qam
ḥ

）
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（
13
）　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
（
在
位
一
四
六

八
―
九
六
）
が
ダ
ミ
エ
ッ
タ
に
設
立
し
た
ア
シ
ュ
ラ
フ
ィ
ー
ヤ
学

院
の
ワ
ク
フ
の
指
定
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
も
、
ワ
ク
フ

地
で
あ
る
上
エ
ジ
プ
ト
の
ビ
ブ
ラ
ー
ウ
村
か
ら
の
現
物
収
益
で
あ

る
ソ
ラ
豆
等
を
地
方
で
は
な
く
、
フ
ス
タ
ー
ト
の
市
場
で
換
金
す

る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
中
世
エ
ジ
プ

ト
都
市
の
救
貧
―
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の
マ
ド
ラ
サ
を
中

心
に
」『
中
世
環
地
中
海
圏
都
市
の
救
貧
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
四
年
、
六
八
―
七
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　
「
ス
ル
タ
ー
ン
の
穀
倉
群
」
と
そ
の
管
理
官
に
つ
い
て
は
、
差

し
当
た
り
拙
稿
「
一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総



史
　
　
　
学
　
第
九
〇
巻
　
第
二
・
三
号

）

一
七
八　
（
三
〇
八

督
と
祈
願
式
―『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
基
づ
く
覚
書
」

『
史
学
』
八
八
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）、
四
―
五
頁
と
注
一
六
、

及
び
「
一
七
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
―『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
基
づ
く
覚
書
」『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要 

人
文
科
学
』
三
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）、
二
七
九
頁
を
参
照
さ
れ
た

い
。
フ
ス
タ
ー
ト
港
に
置
か
れ
た
こ
の
穀
物
貯
蔵
施
設
の
機
能
や

運
営
の
実
態
解
明
は
今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
。

（
15
）　

オ
ス
マ
ン
帝
国
期
に
お
け
る
川
船
を
用
い
た
ナ
イ
ル
の
水
運
に

つ
い
て
は
、ʻA

bd al-Ḥ am
īd Ḥ ām

id Sulaym
ān, al-M

ilā ḥa 
al-N

īliyya fī M
i ṣr al-ʻU

thm
āniyya, 1517-1798, Cairo: al 

-H
ayʼa al-M

iṣ riyya al-ʻĀ
m

m
a li-al-K

itāb, 2000

を
参
照
の
こ

と
。

（
16
）　M

abāhij al-ikhw
ān, fol. 127r.　

 

（
17
）　A

l-Ghazzī, al-K
aw

ākib al-sāʼira bi-aʻyān al-m
iʼa al 

-ʻāshira, 3vols., Beirut: D
ār al-K

utub al-ʻIlm
iyya, 1997, vol. 

2, p. 198. 


